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(57)【要約】
【課題】近年において使用頻度が増している酸を含む洗浄剤やヘアーカラーなどの染色剤
に起因した損傷や変質、変色や染色に耐えうる機能パネルを提供すること。
【解決手段】本発明の機能性パネルは、溶解パラメーター（ＳＰ値）が２０．０(Ｊ／ｃ
ｍ3)0.5以下である光重合性モノマーと光重合性オリゴマーとから得られる光硬化性樹脂
組成物を硬化させてなる、ガラス転移温度が５０℃以上である塗布層、および基材層を含
むことを特徴としている。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶解パラメーター（ＳＰ値）が２０．０(Ｊ／ｃｍ3)0.5以下である光重合性モノマーと
光重合性オリゴマーとから得られる光硬化性樹脂組成物を硬化させてなる、ガラス転移温
度が５０℃以上である塗布層、および基材層を含むことを特徴とする機能性パネル。
【請求項２】
　前記光重合性モノマーが、下記式（１）で表されるモノマーであることを特徴とする請
求項１に記載の機能性パネル；
　　　　（ＣＨ2＝ＣＲ1ＣＯＯ）nＲ

2　　・・・・・（１）
（式（１）中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ2は炭素数５～２０のｎ価の炭化
水素基を示す。ｎは１～４の整数を示す。）。
【請求項３】
　前記光重合性モノマーが、イソボルニル(メタ)アクリレート、１，６－ヘキサンジオー
ルジ(メタ)アクリレート、ジメチロールトリシクロデカンジ（メタ）アクリレート、イソ
アミル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アク
リレート、イソミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、３
－メチル－１，５－ペンタンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール
ジ（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノールジ（メタ）アクリレート、１，９
－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリ
レート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレートからなる群より選ばれる少な
くとも１種のモノマーであることを特徴とする請求項１または２に記載の機能性パネル。
【請求項４】
　前記光重合性モノマーと前記光重合性オリゴマーとの配合量が、質量比で７０：３０～
３０：７０の量であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の機能性パネル。
【請求項５】
　前記基材層が、不飽和ポリエステル樹脂、充填剤およびガラス繊維もしくは炭素繊維を
含む材質からなることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の機能性パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の光重合性モノマーを含む光硬化性樹脂組成物を用いることにより、耐
薬品性および耐染色性を向上させた機能性パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築用資材としての機能性パネルは、建築物の壁面、床面または天井の壁面として配置
される部材であり、その配置される場所に応じ、防音効果や湿度調節性などの様々な機能
が付与されている。こうした機能性パネルは、特に住宅内における浴室、洗面所または台
所などの水廻り用部材として用いられる場合には、より過酷な使用環境下に耐えうる、耐
水性、耐湿性など種々の特性を有することが求められる。
【０００３】
　たとえば、特許文献１には、基材の表面に形成した下塗塗膜上に、さらに紫外線硬化性
アクリレート樹脂塗料からなる上塗塗膜が形成された化粧板が開示されている。この化粧
板を上記のような水廻り部材として使用すれば、耐温水性、硬度特性、肉持ち感、耐汚染
性等に優れ、膨れや剥がれなどが生じにくいことが示されている。
【０００４】
　一方、近年、住宅内の壁面、特に浴室、洗面所または台所において、酸などを配合した
刺激性の強い洗浄剤や、ヘアーカラーなどの染色剤を使用する機会が増しており、これら
の薬剤が付着することによって、壁面の変質や劣化が生じるだけでなく、変色や染色をも
引き起こされることとなる。変質や劣化の発生は望ましい現象でないことはいうまでもな
く、変色が一度発生すれば元の色に戻すことができず、また染色が発生すれば元の色に戻
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すことが経時的に困難となることからも、変色や染色の発生も望ましい現象ではない。こ
のような場所に配置される機能性パネルとしては、洗浄剤や染色剤の使用に耐え得る、変
質や劣化、変色や染色が生じないパネルであることが要求される。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－２０１１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に開示されるような上塗塗膜が形成された機能性パネルでは
、これら洗浄剤や染色剤などに起因する、より過酷な使用環境下におけるパネルとして採
用した場合、変質、劣化、変色および染色のすべてに対して必ずしも充分な耐性を発揮し
得ず、依然として改善すべき余地があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、近年において使用頻度が増している刺激性の強い洗浄剤やヘアーカ
ラーなどの染色剤によって引き起こされる、変質や劣化の発生のみならず、変色や染色の
発生にも耐えうる機能パネルを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、上記課題を解決すべく、特定の溶解パラメーター（ＳＰ値）を有する光重
合性モノマーを用い、特定のガラス転移温度を示す光硬化性樹脂組成物を採用することで
、耐薬品性とともに耐染色性にも優れた機能性パネルが得られることを見出し、本発明を
完成させるに至った。
【０００９】
　すなわち、本発明の機能性パネルは、溶解パラメーター（ＳＰ値）が２０．０(Ｊ／ｃ
ｍ3)0.5以下である光重合性モノマーと光重合性オリゴマーとから得られる光硬化性樹脂
組成物を硬化させてなる、ガラス転移温度が５０℃以上である塗布層、および基材層を含
むことを特徴とする。
【００１０】
　また、前記光重合性モノマーは、下記式（１）で表されるモノマーであるのが望ましい
。
　　　　（ＣＨ2＝ＣＲ1ＣＯＯ）nＲ

2　　・・・・・（１）
（式（１）中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ2は炭素数５～２０のｎ価の炭化
水素基を示す。ｎは１～４の整数を示す。）。
【００１１】
　さらに、前記光重合性モノマーは、イソボルニル(メタ)アクリレート、１，６－ヘキサ
ンジオールジ(メタ)アクリレート、ジメチロールトリシクロデカンジ（メタ）アクリレー
ト、イソアミル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデシル（メ
タ）アクリレート、イソミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレ
ート、３－メチル－１，５－ペンタンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグ
リコールジ（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノールジ（メタ）アクリレート
、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ
）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレートからなる群より選ば
れる少なくとも１種のモノマーであるのが好ましい。
【００１２】
　また、前記光重合性モノマーと前記光重合性オリゴマーとの配合量は、質量比で７０：
３０～３０：７０の量であるのが望ましい。
　さらに、前記基材層は、不飽和ポリエステル樹脂、充填剤およびガラス繊維もしくは炭
素繊維を含む材質からなるのが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明の機能性パネルは、耐薬品性および耐染色性ともに優れており、酸を含む洗浄剤
やヘアーカラーなどの染色剤が付着しても、変質や劣化のみならず変色や染色をも充分に
抑止することができる。したがって、本発明の機能性パネルは、住宅内の浴室、洗面所ま
たは台所などの水廻り用部材として最適である。また、必ずしも下塗層など他の層の形成
を要せず、基材に特定の光硬化性樹脂組成物から形成される塗布層を設けるだけで、充分
な耐薬品性および耐染色性に優れた機能性パネルを容易に実現することができる。
【００１４】
　特に、基材として不飽和ポリエステル樹脂、充填剤およびガラス繊維もしくは炭素繊維
を含む素材を採用した際、これらの特性に加え、さらに良好な耐久性をも保持した機能性
パネルを得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明について詳細に説明する。
　本発明の機能性パネルは、溶解パラメーター（ＳＰ値）が２０．０(Ｊ／ｃｍ3)0.5以下
である光重合性モノマーと光重合性オリゴマーとから得られる光硬化性樹脂組成物を硬化
させてなる、ガラス転移温度が５０℃以上である塗布層、および基材層を含むことを特徴
としている。
【００１６】
　[光重合性モノマー]
　上記光硬化性樹脂組成物に用いる光重合性モノマーは、溶解パラメーター（ＳＰ値）が
２０．０(Ｊ／ｃｍ3)0.5以下であることを特徴としている。このＳＰ値（δ）とは、一般
に液体のモル蒸発エネルギー（ΔＥｖ）およびモル体積（Ｖ）より、次式によって定義さ
れる。
　　　ＳＰ値（δ）＝（δＥｖ／Ｖ）0.5

さらに、ＳＰ値はＦｅｄｏｒｓ法によれば化学構造のみから推算することができる（「溶
解パラメーター値（Solubility Parameter Values）」、ポリマーハンドブック（Polymer
 Handbook）、第４版（J,Brandrup他編集）参照）。なお、本明細書においてＳＰ値とは
、Ｆｅｄｏｒｓ法よって算出される値を意味し、該値が低いほど光重合性モノマーが低極
性であることを示す。上記光重合性モノマーのＳＰ値は、好ましくは１９．６(Ｊ／ｃｍ3

)0.5以下、より好ましくは１９．４(Ｊ／ｃｍ3)0.5以下である。ＳＰ値の下限値について
は特に制限されないが、通常１７．０(Ｊ／ｃｍ3)0.5以上である。
【００１７】
　このようなＳＰ値を示す光重合性モノマーであると、後述する光重合性オリゴマーとの
良好な相溶性を保持しつつ、該モノマー自体が有する極性が有効に低下する。そして用い
る光重合性モノマーが低極性であるが故に、これから得られる光重合成樹脂組成物を硬化
させて塗布層を形成した際に、硬化後の塗布層自体の反応性を充分に抑制することが可能
となるものと推定される。このように、上記塗布層が形成された本発明の機能性パネルは
、必要以上に洗浄剤や染色剤などと反応することがなく、良好な耐薬品性および耐染色性
を発現することができる。特に耐染色性において顕著な効果を発揮する。
【００１８】
　上記光重合性モノマーとしては、アクリロイルオキシ基（ＣＨ2＝ＣＨＣＯＯ－）また
はメタクロイルオキシ基（ＣＨ2＝Ｃ(ＣＨ3)ＣＯＯ－）を１つ以上有する(メタ)アクリレ
ートモノマーが好ましく用いられ、単官能性モノマー、２官能性モノマーおよび多官能性
モノマーのいずれであってもよい。
【００１９】
　単官能性モノマーとしては、たとえば、イソボルニル（メタ）アクリレート、ボルニル
（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル
（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メ
タ）アクリレート等の脂環式（メタ）アクリレート；ベンジル（メタ）アクリレート、４
－ブチルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロイルモルホリン、２－
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ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アクリレート、エチル（
メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレー
ト、ブチル（メタ）アクリレート、アミル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）ア
クリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ペンチル（メタ）アクリレート、イソア
ミル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレ
ート、オクチル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、２－エチル
ヘキシル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレ
ート、イソデシル（メタ）アクリレート、ウンデシル（メタ）アクリレート、ドデシル（
メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート
、ミリスチル(メタ)アクリレート、パルミチル(メタ)アクリレート、イソステアリル（メ
タ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メ
タ）アクリレート、エトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリオキシエ
チレンノニルフェニルエーテルアクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、
ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールモノ（メ
タ）アクリレート、メトキシエチレングリコール（メタ）アクリレート、エトキシエチル
（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、メトキ
シポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、ジメチルアミノエチル（メタ）アク
リレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、７－アミノ－３,７－ジメチル
オクチル（メタ）アクリレート；エーテル骨格（メタ）アクリレート類等が挙げられる。
【００２０】
　２官能性モノマーとしては、たとえば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、
テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）
アクリレート、１,４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１,６－ヘキサンジオー
ルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、トリス（
２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートジ（メタ）アクリレート、トリシクロデカンジ
メタノールジ（メタ）アクリレート、ジメチロールトリシクロデカンジ（メタ）アクリレ
ート、ビスフェノールＡのアルキレンオキシド付加ジオールのジ（メタ）アクリレート、
水添ビスフェノールＡのアルキレンオキシド付加ジオールのジ（メタ）アクリレート、ビ
スフェノールＡのジグリシジルエーテルに（メタ）アクリレートを付加させたエポキシ（
メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２１】
　多官能性モノマーとしては、たとえば、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレ
ート、エトキシ化トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、プロポキシ化トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アク
リレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトール
ヘキサ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールモノヒドロキシペンタ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
これら光重合性モノマーは１種単独で用いてもよく、２種以上組み合わせて用いてもよい
。
【００２２】
　なお、２種以上の光重合性モノマーを用いた場合のＳＰ値は、該モノマーが有するＳＰ
値に各々のモノマーが有するＳＰ値に各配合割合（モノマー全量を１とした場合の各モノ
マーの割合）を乗じ、これらを加算した値を意味する。たとえば、光重合性モノマー全量
１に対し、ＳＰ値１９．０の光重合性モノマーを３／４、ＳＰ値２１．０の光重合性モノ
マーを１／４の量で配合した場合、下記式（Ｘ）にしたがって、用いた光重合性モノマー
全体のＳＰ値が求められる。
　　　光重合性モノマーのＳＰ値＝（19.0×3/4）＋（21.0×1/4）＝19.5・・・（Ｘ）
【００２３】
　上記光重合性モノマーのなかでも、下記式（１）で表されるモノマーであるのが好まし
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い。
　　　　（ＣＨ2＝ＣＲ1ＣＯＯ）nＲ

2　　・・・・・（１）
【００２４】
　上記式（１）中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示す。
　上記式（１）中、Ｒ2は炭素数５～２０のｎ価の炭化水素基を示し、ヘテロ原子を含ま
ず、鎖状であっても環状であってもよい。また、基中の－ＣＨ2－は、－ＣＨ＝ＣＨ－で
置き換えられてもよい。ｎは１～４の整数を示す。
【００２５】
　すなわち、上記式（１）において、たとえば鎖状であって飽和モノマーである場合、ｎ
＝１のときにＲ2は炭素数５～２０のアルキル基となり、ｎ＝２のときにＲ2は炭素数５～
２０のアルキレン基となる。さらに、鎖状であって飽和モノマーである場合、ｎ＝３のと
きにＲ2は炭素数５～２０のアルカントリイル基となり、ｎ＝４のときに炭素数５～２０
のアルカンテトライル基となる。このようなＲ2としては、たとえば、－ＣＨ2ＣＨ3、－
ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ3、－ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ3、シクロヘキシル基、シクロヘプタン基、シク
ロオクタン基、シクロノナン基、シクロデカン基等のアルキル基、－ＣＨ2ＣＨ2－、－Ｃ
Ｈ2ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2－等のアルキレン基、下記式（２）で表される
ようなアルカントリイル基、下記式（３）で表されるようなアルカンテトライル基などが
ある。
【００２６】
【化１】

【００２７】
【化２】

【００２８】
　Ｒ2の炭素数が５未満であると、鎖状の炭化水素基の場合にはモノマーのＳＰ値が上昇
する傾向にあり、環状の炭化水素基の場合には入手自体が困難となる。また、Ｒ2の炭素
数が２０を超えると、鎖状の炭化水素基の場合には得られる光硬化性樹脂組成物のガラス
転移温度が低下する傾向にあり、環状の炭化水素基の場合には得られる光硬化性樹脂組成
物の架橋密度が低下する傾向にある。仮に、架橋密度が必要以上に低下すると、ヘアーカ
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ラーなどの染色剤が塗布層内部に浸出しやすくなるため、パネルが染色されてしまうおそ
れがある。
【００２９】
　上記式（１）で表されるモノマーとしては、具体的には、イソボルニル(メタ)アクリレ
ート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ジメチロールトリシクロデカ
ンジ（メタ）アクリレート、イソアミル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリ
レート、トリデシル（メタ）アクリレート、イソミリスチル（メタ）アクリレート、ステ
アリル（メタ）アクリレート、３－メチル－１，５－ペンタンジオールジ（メタ）アクリ
レート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノール
ジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、トリメチロ
ールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ートが挙げられる。なかでも、ガラス転移温度を向上させる観点から、環状の炭化水素基
を有するモノマーが好ましく、イソボルニル(メタ)アクリレート、ジメチロールトリシク
ロデカンジ（メタ）アクリレートがより好ましい。このようなモノマーであると、より好
適なＳＰ値を有するために良好な低極性を示す傾向にあり、得られる機能性パネルの耐薬
品性および耐染色性をさらに向上させることが可能となる。また、後述する光重合性オリ
ゴマーの反応性希釈剤としての機能を有効に発揮することもできる。
【００３０】
　また、上記光重合性モノマーの官能基数は、通常１～６、好ましくは１～４である。な
お、ここで官能基数とは、上記官能基の数を複数の分子から求め、これらを平均して１分
子中に有する官能基の数として換算した値を意味する。官能基数が１である場合、架橋密
度が上昇する傾向にあるが、ガラス転移温度を上げることで良好な耐薬品性および耐染色
性を発揮する塗布層が形成された機能性パネルを得ることができる。この際にガラス転移
温度を上げるには、環状構造を有する光重合性モノマーであるのが好ましい。一方、官能
基数が２～６、好ましくは２～４であると、光硬化性組成物の架橋反応を適度に保持する
ことができる傾向にあるため、特に染色剤が塗布層内部に浸出してパネルが染色される現
象をより有効に抑止しやすくなるものと推定される。したがってこの場合にも、耐薬品性
および耐染色性を保持したまま、好適な硬化性を有する塗布層が形成された機能性パネル
を得ることができる。
【００３１】
　[光重合性オリゴマー]
　上記光硬化性樹脂組成物に用いる光重合性オリゴマーとしては、具体的には、たとえば
、ウレタン系(メタ)アクリレートオリゴマー、エポキシ系(メタ)アクリレートオリゴマー
、エーテル系(メタ)アクリレートオリゴマー、エステル系(メタ)アクリレートオリゴマー
、ポリカーボネート系(メタ)アクリレートオリゴマー、フッ素系(メタ)アクリレートオリ
ゴマー、シリコーン系(メタ)アクリレートオリゴマー等が挙げられる。これら光重合性オ
リゴマーは、ポリエチレングリコール、ポリオキシプロピレングリコール、ポリテトラメ
チレンエーテルグリコール、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボラック型
エポキシ樹脂、多価アルコールとε-カプロラクトンの付加物等と、(メタ)アクリル酸と
の反応により、あるいはポリイソシアネート化合物及び水酸基を有する(メタ)アクリレー
ト化合物をウレタン化することにより合成することができる。
【００３２】
　上記光重合性オリゴマーは、単官能オリゴマー、２官能オリゴマー、多官能オリゴマー
のいずれであってもよく、得られる光硬化性樹脂組成物の適度な架橋密度を実現させる観
点から、多官能オリゴマーであるのが好ましい。
【００３３】
　これら光重合性オリゴマーの中でも、機能性パネルとして耐薬品性および耐染色性以外
の好適な特性を付与する観点から、ウレタン系(メタ)アクリレートオリゴマーが好ましい
。ウレタン系(メタ)アクリレートオリゴマーは、たとえば、ポリオールとポリイソシアネ
ートとからウレタンプレポリマーを合成し、該ウレタンプレポリマーに水酸基を有する(
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メタ)アクリレートを付加させることによって製造することができ、カーボネート骨格を
有するウレタン系(メタ)アクリレートオリゴマーであってもよい。
【００３４】
　上記ウレタンプレポリマーの合成に用いるポリオールは、水酸基（ＯＨ基）を複数有す
る化合物であり、具体的には、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリ
テトラメチレングリコール、ポリブタジエンポリオール、アルキレンオキサイド変性ポリ
ブタジエンポリオール及びポリイソプレンポリオール等が挙げられる。これらポリオール
は、１種単独で用いてもよく、２種以上組み合わせて用いてもよい。なお、上記ポリエー
テルポリオールは付加重合により得ることができ、例えば、エチレングリコール、プロピ
レングリコール、グリセリン、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ソルビ
トール等の多価アルコールに、エチレンオキシドやプロピレンオキシド等のアルキレンオ
キサイドを付加させる。また、開環重合によりポリエーテルポリオールを得ることもでき
、このようなポリエーテルポリオールとしては、例えば、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）
の開環重合により得られるポリテトラメチレングリコールが挙げられる。
【００３５】
　上記ポリエステルポリオールも付加重合により得ることができ、例えば、エチレングリ
コール、ジエチレングリコール、１,４-ブタンジオール、１,６-ヘキサンジオール、プロ
ピレングリコール、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン等の多価アルコール
と、アジピン酸、グルタル酸、コハク酸、セバシン酸、ピメリン酸、スベリン酸等の多価
カルボン酸とから得られる。また、開環重合によりポリエステルポリオールを得ることも
でき、このようなポリエステルポリオールとしては、ε－カプロラクトンの開環重合によ
り得られるラクトン系ポリエステルポリオールが挙げられる。
【００３６】
　上記ポリイソシアネートは、イソシアネート基（ＮＣＯ基）を複数有する化合物であり
、具体的には、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、ジフェニルメタンジイソシアネー
ト（ＭＤＩ）、粗製ジフェニルメタンジイソシアネート（クルードＭＤＩ）、イソホロン
ジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、水素添加ジフェニルメタンジイソシアネート、水素添加
トリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）や、これらのイ
ソシアヌレート変性物、カルボジイミド変性物、グリコール変性物等が挙げられる。これ
らポリイソシアネートは、１種単独で用いてもよく、２種以上組み合わせて用いてもよい
。
【００３７】
　上記ウレタンプレポリマーの合成においては、ウレタン化反応用の触媒を用いることが
好ましい。該ウレタン化反応用触媒としては、ジブチルスズジラウレート、ジブチルスズ
ジアセテート、ジブチルスズチオカルボキシレート、ジブチルスズジマレエート、ジオク
チルスズチオカルボキシレート、オクテン酸スズ、モノブチルスズオキシド等の有機スズ
化合物；塩化第一スズ等の無機スズ化合物；オクテン酸鉛等の有機鉛化合物；トリエチレ
ンジアミン等の環状アミン類；ｐ-トルエンスルホン酸、メタンスルホン酸、フルオロ硫
酸等の有機スルホン酸；硫酸、リン酸、過塩素酸等の無機酸；ナトリウムアルコラート、
水酸化リチウム、アルミニウムアルコラート、水酸化ナトリウム等の塩基類；テトラブチ
ルチタネート、テトラエチルチタネート、テトライソプロピルチタネート等のチタン化合
物；ビスマス化合物；四級アンモニウム塩等が挙げられる。これら触媒の中でも、有機ス
ズ化合物が好ましい。これら触媒は、１種単独で用いてもよく、２種以上組み合わせて用
いてもよい。上記触媒の使用量は、上記ポリオール１００質量部に対して０．００１～２
．０質量部の範囲の量であるのが好ましい。
【００３８】
　また、上記ウレタンプレポリマーに付加させる水酸基を有する（メタ）アクリレートは
、水酸基を１つ以上有し、(メタ)アクリロイルオキシ基（ＣＨ2＝ＣＨＣＯＯ－またはＣ
Ｈ2＝Ｃ（ＣＨ3）ＣＯＯ－）を１つ以上有する化合物である。該水酸基を有する（メタ）
アクリレートは、上記ウレタンプレポリマーのイソシアネート基に付加することができる
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。該水酸基を有するアクリレートとしては、２-ヒドロキシエチルアクリレート、２-ヒド
ロキシプロピルアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート等が挙げられる。
これら水酸基を有するアクリレートは、１種単独で用いてもよく、２種以上組み合わせて
用いてもよい。
【００３９】
　このような光重合性オリゴマーを上記光重合性モノマーとともに配合することにより、
後述するように、得られる光硬化性樹脂組成物を硬化させた塗布層が示すガラス転移温度
を最適化することができ、耐薬品性および耐染色性に優れた効果を発揮し得る光硬化性樹
脂組成物を得ることができる。
【００４０】
　[光硬化性樹脂組成物]
　本発明の機能性パネルに用いられる光硬化性樹脂組成物は、上記光重合性オリゴマーと
上記光重合性モノマーとを含有している。これら光重合性オリゴマーと光重合性モノマー
との配合量は、質量比で、通常７０：３０～３０：７０、好ましくは４０：６０～６０：
４０の量である。モノマーの配合量が少なすぎると、得られる光硬化性樹脂組成物の粘度
が上昇して塗布性が悪化するおそれがあるとともに、耐薬品性および耐染色性を充分に発
揮できない可能性がある。また、モノマーの配合量が多すぎると、塗膜の柔軟性が低下し
て脆性が高くなるおそれがある。したがって、光重合性オリゴマーと光重合性モノマーと
の配合量が上記範囲内であると、光重合性モノマーが有する低極性を充分に発揮させるこ
とができるとともに、光硬化性樹脂組成物を硬化させた後の塗布層のガラス転移温度を好
適な値に保持させることができる。これにより、これらＳＰ値およびガラス転移温度の数
値に起因する、機能性パネルの耐薬品性および耐染色性を向上させることが可能となる。
さらに、光重合性モノマーが光重合性オリゴマーに対して有効な希釈剤として作用するこ
とも可能となり、光硬化性樹脂組成物が適度な粘度を呈しやすく、良好な塗布性をも付与
することができる。
【００４１】
　なお、上記光硬化性樹脂組成物は、モノマーとして上記所定のＳＰ値を有する光重合性
モノマーのほか、本発明の効果を損なわない範囲内で、さらに上記光重合性モノマー以外
のモノマーを含有してもよい。すなわち、他のモノマーを配合する場合、他のモノマー各
々のＳＰ値から上記式（Ｘ）にしたがって算出されるＳＰ値が、上記ＳＰ値の範囲内であ
ればよい。
【００４２】
　上記光硬化性樹脂組成物には、公知の光重合開始剤を用いることができる。該光重合開
始剤は紫外線を照射させることによって、上述した光重合性モノマーと光重合性オリゴマ
ーとの重合を開始させる作用を奏する。該光重合開始剤としては、具体的には、たとえば
、４-ジメチルアミノ安息香酸、４-ジメチルアミノ安息香酸エステル、２,２-ジメトキシ
-２-フェニルアセトフェノン、アセトフェノンジエチルケタール、アルコキシアセトフェ
ノン、ベンジルジメチルケタール、ベンゾフェノンおよび３,３-ジメチル-４-メトキシベ
ンゾフェノン、４,４-ジメトキシベンゾフェノン、４,４-ジアミノベンゾフェノン等のベ
ンゾフェノン誘導体、ベンゾイル安息香酸アルキル、ビス(４-ジアルキルアミノフェニル
)ケトン、ベンジル及びベンジルメチルケタール等のベンジル誘導体、ベンゾイン及びベ
ンゾインイソブチルエーテル等のベンゾイン誘導体、ベンゾインイソプロピルエーテル、
２-ヒドロキシ-２-メチルプロピオフェノン、１-ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケト
ン、キサントン、チオキサントン及びチオキサントン誘導体、フルオレン、２,４,６-ト
リメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド、ビス(２,６-ジメトキシベンゾイル)
-２,４,４-トリメチルペンチルホスフィンオキシド、ビス(２,４,６-トリメチルベンゾイ
ル)-フェニルホスフィンオキシド、２-メチル-１-[４-(メチルチオ)フェニル]-２-モルホ
リノプロパン-１,２-ベンジル-２-ジメチルアミノ-１-(モルホリノフェニル)-ブタノン-
１等が挙げられる。これら光重合開始剤は、１種単独で用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。上記光硬化性組成物における光重合開始剤の配合量は、上記光重合性モノマー
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および光重合性オリゴマーの合計１００質量部に対して、０.１～１０質量部の範囲の量
であるのが望ましい。
【００４３】
　光重合開始剤の配合量が０.１質量部以下では、重合反応を開始させる効果が小さく、
一方、１０質量部を超えると、重合反応を開始させる効果が飽和する一方、原料のコスト
が高くなる。
【００４４】
　また、上記光硬化性組成物には、求められる硬化反応性や安定性等を考慮し、必要に応
じてさらに光増感剤を含有させてもよい。該光増感剤は、光を照射させることによって、
エネルギーを吸収し、該エネルギーまたは電子が重合開始剤に移動して、重合を開始させ
る作用を有する。該光増感剤としては、ｐ-ジメチルアミノ安息香酸イソアミルエステル
等が挙げられる。これら光増感剤の配合量は、上記光重合性モノマーおよび光重合性オリ
ゴマーの合計１００質量部に対して、０．１～１０質量部の範囲の量であるのが望ましい
。
【００４５】
　さらに、上記光硬化性樹脂組成物には、求められる硬化反応性や安定性等を考慮し、必
要に応じて重合禁止剤を含有させてもよい。該重合禁止剤としては、ハイドロキノン、ハ
イドロキノンモノメチルエ－テル、ｐ-メトキシフェノール、２,４-ジメチル-６-ｔ-ブチ
ルフェノール、２,６-ジ-ｔ-ブチル-ｐ-クレゾール、ブチルヒドロキシアニソール、３-
ヒドロキシチオフェノール、α-ニトロソ-β-ナフトール、ｐ-ベンゾキノン、２,５-ジヒ
ドロキシ-ｐ-キノン等が挙げられる。これら重合禁止剤の配合量は、上記上記光重合性モ
ノマーおよび光重合性オリゴマーの合計１００質量部に対して、０．１～１０質量部の範
囲の量であるのが望ましい。
【００４６】
　また、上記塗布層の形成に用いる光硬化性樹脂組成物は、希釈溶媒としてエーテル、ケ
トン、エステル等の有機溶媒を含有していてもよく、該有機溶媒としては、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＭＡ）、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）、メ
チルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ）、アセトン、または乳酸ブチル等が挙げられる。これ
らの希釈溶媒は、１種単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００４７】
　上記光硬化性組成物は、上述のとおり必要に応じて希釈溶媒を用い、塗布液状としてこ
れを基材上の面に塗布する。塗布する方法には公知の方法を採用することができ、グラビ
アコート、ロールコート、リバースコート、ナイフコート、ダイコート、リップコート、
ドクターコート、エクストルージョンコート、スライドコート、ワイヤーバーコート、カ
ーテンコート、押出コート、スピンコート等が挙げられる。
【００４８】
　[塗布層]
　上記光硬化性組成物を基材上に塗布し、次いで光硬化させることによって、基材層上に
塗布層を形成する。形成された塗布層のガラス転移温度は、５０℃以上であり、７０℃以
上であるのが好ましく、８０℃以上であるのがより好ましい。ガラス転移温度の上限値は
特に制限されないが、原料入手の容易性等の観点からすれば、通常２００℃以下であるの
が望ましい。塗布層のガラス転移温度が上記範囲内であると、上述した光重合性モノマー
が有するＳＰ値に起因する効果と相まって、機能性パネルの耐薬品性および耐染色性をよ
り向上させることが可能となる。特に耐染色性において顕著な効果を発揮する。
【００４９】
　上記塗布した光硬化性組成物を光硬化させる方法としては、紫外線を照射させる方法が
一般的である。塗布層を形成する基材層上の面は、表面および裏面のうち、一方の面だけ
であっても双方の面であってもよく、必要に応じて適宜選択すればよい。なお、光硬化性
組成物を硬化させる際の光の照射量は、紫外線を採用する場合、通常、照射強度２０～２
０００ｍＷ／ｃｍ2、照射量１００～５０００ｍＪ／ｃｍ2である。
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【００５０】
　上記塗布層の厚さは、要求される意匠性や耐薬品性の程度から適宜選択し得るものであ
り、特に限定されないが、通常１μｍ～２００μｍの範囲の厚さであると想定される。
【００５１】
　なお、紫外線を照射する場合、紫外線硬化反応はラジカル反応であるため、酸素による
阻害を受けやすい。そのため、上記光硬化性組成物を基材に塗布した後、酸素との接触を
回避し得るよう、窒素雰囲気下で該組成物を硬化させてもよい。
【００５２】
　[基材層]
　本発明の機能性パネルに用いられる基材層の材質としては、スレート、コンクリート、
金属、珪酸カルシウム、炭酸カルシウム、ガラス等の無機質材；木質材のほか、ポリプロ
ピレン、ポリスチレン、ポリカーボネート、不飽和ポリエステル樹脂等の有機質材；およ
びこれらの複合材が挙げられる。なかでも、有機質剤にガラス繊維や炭素繊維などの繊維
を加えた材質、いわゆるＦＲＰ（繊維強化プラスチック）であるのが好ましい。ＦＲＰと
しては、不飽和ポリエステル樹脂、充填剤およびガラス繊維もしくは炭素繊維を含むシー
ト状のシートモールディングコンパウンド（ＳＭＣ）、ＳＭＣと同様の複合材であって短
繊維を含む塊状のＢＭＣなどが挙げられる。一般に、ＦＲＰは、熱硬化性樹脂、有機過酸
化物（硬化剤）、充填剤、低収縮剤、内部離型剤、強化材、架橋剤、および増粘剤などを
配合したものであって、所定の温度に設定した金型内に入れて加圧し、建材として配置す
る場所に応じた形状に成形して用いられるものである。なかでも、熱可塑性樹脂として不
飽和ポリエステル、充填剤、および強化材としてガラス繊維もしくは炭素繊維を含むＦＲ
Ｐであると、得られる機能性パネル全体の強度および耐久性等をより向上させることがで
きる。
【００５３】
　不飽和ポリエステルは、無水マレイン酸、フマル酸などの多塩基酸の不飽和酸と、エチ
レングリコール、プロピレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコー
ル、トリメチレングリコール、トリメチルペンタンジオール、ネオペンチルグリコール、
トリメチルプロパンモノアリルエーテル、水素添加ビスフェノール、ビスフェノールジオ
キシプロピルエーテルなどの多価アルコールとから生成される。
【００５４】
　充填剤としては、炭酸カルシウム、水酸化アルミニウムなどが挙げられる。コストダウ
ンの観点からは炭酸カルシウムが好ましく、ＦＲＰ自体の耐薬品性を向上させる観点から
は水酸化アルミニウムが好ましい。しかしながら上述のとおり、上記塗布層を形成すれば
、基材として充填剤に炭酸カルシウムを用いたＦＲＰを採用しても、機能性パネル全体の
耐薬品性を充分に向上させることができるため、低コストのＦＲＰからなる基材層を有し
た機能性パネルを容易に実現できる。
【００５５】
　強化材としてのガラス繊維および炭素繊維は、繊維長が２０～５０ｍｍ程度、繊維径が
５～２５μｍ程度のものが好適に用いられ、ＦＲＰ中に１０～７０質量％の量で含有され
ているのが望ましい。上記基材層として用いられるＦＲＰは、これらの成分を混合し、Ｆ
ＲＰ製造装置などにより所定の厚みおよび大きさを有するＦＲＰとして製造される。
【００５６】
　なお、基材層の厚さは、機能性パネルの用途により変動し得るが、通常２．５ｍｍ以上
である。厚さの上限は特に制限されず、適宜選択することができる。
【００５７】
　[機能性パネル]
　本発明の機能性パネルは、上記塗布層と基材層を含み、該塗布層は該基材層上に形成さ
れてなる。機能性パネル全体の厚さは、通常、２．５ｍｍ以上であるのが好ましい。機能
性パネル全体の厚さの上限は特に制限されず、上記塗布層を基材層上の表面および裏面の
双方に形成してもよく、必要に応じてこれら基材層および塗布層に加え、これらの層間に
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のとおり優れた耐薬品性および耐染色性を奏するため、該塗布層を機能性パネルの最表面
層として形成するのが望ましい。中間層としては、たとえば、基材層と塗布層との接着性
を向上させるためのアンダーコート層、機能性パネルの意匠性を向上させるための模様や
色彩を付与した化粧層等が挙げられる。
【００５８】
　このようにして得られる本発明の機能性パネルは、基材層に上記特定の塗布層が形成さ
れているため、耐薬品性および耐染色性に優れており、酸やアルカリを含んだ刺激性の強
い洗浄剤の使用によっても変質や劣化が発生しにくい。また、ヘアーカラーのような染色
剤の使用によっても変色や染色が生じにくい。したがって、本発明の機能性パネルは、特
に住宅内の浴室または台所に配置される機能性パネルとして好適である。
【００５９】
　また、基材層として、不飽和ポリエステル樹脂およびガラス繊維もしくは炭素繊維を含
むＦＲＰを採用すれば、耐薬品性および耐染色性だけでなく、さらに優れた耐久性が付与
された機能性パネルを実現することができる。
【００６０】
　以下、本発明について、実施例に基づき具体的に説明するが、本発明はこれら実施例に
限定されるものではない。
【実施例】
【００６１】
　[光硬化性樹脂組成物の調製]
　表１に示す内容に従い、攪拌装置に光重合性オリゴマー６０質量部および光重合性モノ
マー４０質量部を投入して混合し、次いで光重合開始剤（ＩＲＧＡＣＵＲＥ １８４、チ
バ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製）１質量部を加えて２分間攪拌し、脱泡処理を
施して光硬化性樹脂組成物（Ｃ１～Ｃ１１）を得た。
【００６２】
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【表１】

【００６３】
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　[実施例１]
　ＦＲＰ（デックマット（登録商標）２４１５、ＤＩＣ化工（株）製）からなる基材の上
面に、上記調製した光硬化性樹脂組成物Ｃ１を厚さ２０μｍになるように塗布した。次い
で、ＵＶ照射（１０００ｍＷ／ｃｍ2、４０００ｍＪ／ｃｍ2）して光硬化性樹脂組成物Ｃ
１を硬化させ、機能性パネルを得た。
【００６４】
　[実施例２～６]
　各々上記調製した光硬化性樹脂組成物Ｃ２～Ｃ６を用いた以外は、実施例１にしたがっ
て機能性パネルを得た。
【００６５】
　[比較例１～５]
　各々上記調製した光硬化性樹脂組成物Ｃ７～Ｃ１１を用いた以外は、実施例１にしたが
って機能性パネルを得た。
【００６６】
　（１）ガラス転移温度の測定
　ガラス転移温度（Ｔｇ）の測定は、動的粘弾性装置（ＤＭＳ６１００、セイコーインス
ツル(株)製）を用いて、測定周波数：１．０Ｈｚ、昇温速度：３．０℃／ｍｉｎの条件下
で行った。
【００６７】
　（２）耐薬品性の評価
　実施例１で得られた機能性パネルを用い、下記に示す薬品を各条件下で浸漬し、機能性
パネルの変化を観察し、その変化の度合いを色差計（ＳｐｅｃｔｒｏＥｙｅ、サカタイン
クスエンジニアリング（株）製）を用いて下記式（Ａ）に基づき、浸漬部位と未浸漬部位
とのＬａｂ色差（ΔＥ）を求めた。
　　　ΔＥ＝（Δａ2+Δｂ2+ΔＬ2）1/2　　・・・（Ａ）
該数値は、小さいほど薬品に対して良好な耐性を有することを意味し、３．０以下である
のが好ましくは、１．０以下であるのがより好ましい。１．０以下の場合には、ほぼ変化
がないものとみなすことができる。
【００６８】
　なお、対照例１として光硬化性樹脂組成物を塗布しない上記ＦＲＰからなる基材を用い
、同様にして耐薬品性の評価を行った。
　　ＨＣｌ・・・３質量％濃度のＨＣｌ水溶液に１時間浸漬した。
　　ＮａＯＨ・・５質量％濃度のＮａＯＨ水溶液に１時間浸漬した。
　　ＢＭ・・・・市販洗剤（パワースプレー＼バスマジックリン（登録商標）、花王株式
会社製）に２４時間浸漬した。
　これらの結果を表２に示す。
【００６９】
【表２】

【００７０】
　（３）耐染色性の評価
　ガラス基板上に、厚さ１．０ｍｍになるよう上記光硬化性樹脂組成物（Ｃ１～Ｃ１１）
を塗布した。窒素雰囲気下、ＵＶ照射（１０００ｍＷ／ｃｍ2、４０００ｍＪ／ｃｍ2）し
て光硬化性樹脂組成物（Ｃ１～Ｃ１１）を硬化させ、各サンプルを得た。
【００７１】
　得られたサンプルを用い、市販の毛染め剤（ＧＡＴＳＢＹ黒髪もどし（登録商標）：１
剤と２剤との混合物、（株）マンダム社製）に２４時間浸漬後水洗し、上記（１）耐薬品
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性の評価と同様、上記色差計を用いて式（Ａ）に基づき、浸漬部位と未浸漬部位とのＬａ
ｂ色差（ΔＥ）を求めた。これらの結果を表１に示す。
【００７２】
　上記結果によれば、本発明の機能性パネルは良好な耐薬品性を保持しつつ、耐染色性に
優れた効果を発揮することがわかる。特に光重合性モノマーとして、イソボルニル(メタ)
アクリレート、またはジメチロールトリシクロデカンジ（メタ）アクリレートなどの低極
性のものを採用した場合、高極性のものを採用した場合と比較して、耐染色性が大きく低
減された。
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